
　　航 空 従 事 者 学 科 試 験 問 題 P4

資　格
定期運送用操縦士 (飛)(回)(船)

准定期運送用操縦士(飛)
題数及び時間 ２０題　　４０分

航空法規等〔科目コード：０４〕 記　　号

解答は「航空従事者学科試験答案用紙」（マークシート）に記入すること。（２）

ＣＣＣＣ０４１７Ｂ０科　目

ること。

能となるので当該科目は不合格となります。

（1） 「航空従事者学科試験答案用紙」（マークシート）の所定の欄に、「受験

合格は１００点満点の７０点以上とする。◎

「受験番号」、「受験番号のマーク」、「科目コード」及び「科目コード

１問　５点◎

注　　意
番号」、「受験番号のマーク」、「科目」、「科目コード」、「科目コー

◎

判定基準

配　　点

ドのマーク」、「資格」、「種類」、「氏名」及び「生年月日」を記入す

のマーク」の何れかに誤りがあると、コンピュータによる採点処理が不可
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の際に検査し、及びこの条約で定める証明書その他の書類を検閲する権利を有する。

国際民間航空機関が採択する国際標準並びに勧告される方式及び手続きで誤りはどれか。

運賃及び運送約款
空港及び着陸場の性質

（４）

２

問

この条約は、民間航空機及び国の航空機に適用する。

（１）

第６条（定期航空業務）

第２条（領域）

航空規則及び航空交通管制方式

（１）通信組織及び航空保安施設（地上標識を含む。）

この条約の適用上、国の領域とは、その国の主権、宗主権、保護又は委任統治の下
にある陸地をいう。
第３条（民間航空機及び国の航空機）

定期国際航空業務は、いかなる場合でも締約国の領域の上空を通つて又はその領域

（２）

（２）

（３）

問 ３ 定期運送用操縦士が旅客を運送する航空運送事業の用に供する航空機に乗り組んで操縦
する場合の航空身体検査証明の有効期間で正しいものはどれか。

1 国際民間航空条約の条文で正しいものはどれか。

問

に乗り入れて行うことができる。

（３）

（１）２人の操縦者でその操縦を行う場合、交付日における年齢が４０歳未満の者は２年
間である。

（２）２人の操縦者でその操縦を行う場合、交付日における年齢が４０歳以上の者は９ケ
月間である。

（３）２人の操縦者でその操縦を行う場合、交付日における年齢が６０歳未満の者は１年
間である。

（４）２人の操縦者でその操縦を行う場合、交付日における年齢が６０歳以上の者は９ケ
月間である。

問 4 航空英語能力証明について正しいものはどれか。
（１）本邦内の地点と本邦外の地点との間において行う航行では航空英語能力証明が

必要である。
（２）本邦内から出発して着陸することなしに本邦以外の国の領域を通過し、本邦内に

到達する航行では、航空英語能力証明は必要ない。
（３）航空英語能力証明が必要な航空機の種類は、飛行機、回転翼航空機及び飛行船で

２ 法第８２条の２第１号の空域（航空交通管制圏等）であつて、高度 （1） ９００m
を超える空域又は進入管制区のうち航空交通管制圏に接続する部分の国土交通大臣

ある。
（4）航空英語能力証明の有効期間は２年である。

が告示で指定する空域を飛行する航空機にあつては、指示対気速度　
（4） ２５０ ノット

以下の空域を飛行する航空機にあつては、 次に掲げる航空機の区分に応じ、それ
ぞれに掲げる指示対気速度
a  ピストン発動機を装備する航空機　　　　　（2） １６０ ノット
b  タービン発動機を装備する航空機　　　　　（3） ２１０ ノット

問 ５ 航空法施行規則第１７９条（航空交通管制圏等における速度の制限）の下線部
（１）～（４）で誤りはどれか。
１ 法第８２条の２第１号の空域（航空交通管制圏等）であつて、高度（１） ９００m

（４）第１６条（航空機の検査）
各締約国の当局は、不当に遅滞することなく、他の締約国の航空機を着陸又は出発
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問 ６ 航空障害灯の種類のうち、不動光により示されるものはどれか。

低光度航空障害灯

（２）

（４）

問 7 航空運送事業の用に供する航空機に搭載が義務づけられている書類（ａ）～（ｄ）の

正誤の組み合わせで正しいものはどれか。

（１）高光度航空障害灯
中光度白色航空障害灯

（３）中光度赤色航空障害灯

（ａ）航空機登録証明書

（ｂ）運用限界等指定書

（ｃ）運航規程

（ｄ）整備規程

（ａ） （ｂ） （ｃ） （ｄ）

（１） 誤 誤 正 正

（２） 正 正 誤 誤

（３） 誤 誤 誤 正

（４） 正 正 正 誤

問 8 航空法第６５条（航空機に乗り組ませなければならない者）において、機長以外に
当該航空機を操縦できる者を乗り組ませなければならないもので誤りはどれか。

（１）構造上、その操縦のために２人を要する航空機
（２）特定の方法又は方式により飛行する場合に限りその操縦のために２人を要する

航空機であつて当該特定の方法又は方式により飛行するもの
（３）旅客の運送の用に供する航空機で計器飛行方式により飛行するもの
（４）旅客の運送の用に供する航空機で飛行時間が３時間を超えるもの

問 9 航空運送事業の用に供する航空機の運航に従事する操縦者に係る最近の飛行経験で
正しいものはどれか。

（１）操縦する日からさかのぼつて１８０日までの間に、当該航空運送事業の用に供す
る航空機と同じ型式の航空機に乗り組んで夜間における離陸及び着陸をそれぞれ
6回以上行つた経験

（２）計器飛行を行う航空機乗組員は、操縦する日からさかのぼつて１８０日までの間
に５時間以上の計器飛行（模擬計器飛行を含む。）を行つた経験

（３）計器飛行を行う航空機乗組員は、操縦する日からさかのぼつて９０日までの間に
３時間以上の計器飛行（模擬計器飛行を含む。）を行つた経験

（４）操縦する日からさかのぼつて９０日までの間に、当該航空運送事業の用に供する
航空機と同じ型式の航空機に乗り組んで離陸及び着陸をそれぞれ３回以上行つた
経験

問 10 航空法第７１条の３（特定操縦技能の審査等）において、操縦等を行おうとする航空
機と同じ種類の航空機について、操縦技能審査員の特定操縦技能審査を受けなくとも
特定操縦技能を有することが確認される場合で誤りはどれか。

（１）操縦教育証明を受けたとき
（２）操縦技能証明を受けたとき
（３）操縦技能証明の限定の変更を受けたとき
（４）本邦航空運送事業者が運航規程に基づき行う技能審査を受け、これに合格したと

き
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問 11 機長の権限等で誤りはどれか。
（１）航空機又は旅客の危難が生じた場合又は危難が生ずるおそれがあると認める場合

は、航空機内にある旅客に対し、避難の方法その他安全のため必要な事項につい
て命令をすることができる。

（２）航空機内外を問わず航空機の安全を阻害するいかなる者も拘束できる。
（３）航空機の航行中、その航空機に急迫した危難が生じた場合には、旅客の救助及び

地上又は水上の人又は物件に対する危難の防止に必要な手段を尽くさなければな
らない。

（４）当該航空機に乗り組んでその職務を行う者を指揮監督する。

問 12 航空法施行規則第１６４条の１５（出発前の確認）の条項に含まれない事項はどれか。
（１）当該航空機及びこれに装備すべきものの整備状況
（２）離陸重量、着陸重量、重心位置及び重量分布
（３）離陸、離陸に引き続く上昇、着陸のための進入及び着陸手順
（４）燃料及び滑油の搭載量及びその品質

問 13 気象状態の変化その他のやむを得ない事由により、航空交通の指示に違反して航行した
ときの措置として正しいものはどれか。

（２）速やかに航空管制運航情報官にその旨を届け出なければならない。
（３）速やかにその旨を当該指示をした管制業務を行う機関に通報しなければならない。

（１）速やかに最寄りの飛行場に着陸しなければならない。

問 14 航空法施行規則第１６６条の４（事故が発生するおそれがあると認められる事態の

報告）において（ａ）～（ｄ）のうち、正しいものはいくつあるか。（１）～（４）

（４）速やかに航空機の運航者は国土交通大臣に報告しなければならない。

の中から選べ。

（ａ）閉鎖中の又は他の航空機が使用中の滑走路への着陸又はその試み

（ｂ）飛行中において地表面又は水面への衝突又は接触を回避するため航空機乗組員が

緊急の操作を行つた事態

（ｃ）天候による出発時刻の遅延

（ｄ）緊急の措置を講ずる必要が生じた燃料の欠乏

（１） １ （２） ２ （３） ３ （４） ４

問 15 空港等付近の航行方法について誤りはどれか。
（１）計器飛行方式により離陸しようとする場合であって、空港等における気象状態が離

陸することができる最低の気象条件未満であるときは、離陸のための代替空港等を
指定し国土交通大臣の許可を得た後離陸すること。

（２）計器飛行方式により着陸しようとする場合であって、進入限界高度よりも高い高度
の特定の地点を通過する時点において、空港等における気象状態が当該空港等への
着陸のための進入を継続することができる最低の気象条件未満であるときは、着陸
のための進入を継続しないこと。

（３）計器飛行方式により着陸しようとする場合であって、進入限界高度以下の高度にお
いて目視物標を引き続き視認かつ識別することによる当該航空機の位置の確認がで
きなくなったときは、着陸のための進入を継続しないこと。

（４）他の航空機に続いて着陸しようとする場合には、その航空機が着陸して着陸帯の外
に出る前に、着陸のために当該空港等の区域内に進入しないこと。
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問 16 航空法第８３条の2に定める特別な方式による航行の許可の基準の記述で誤りはどれか。
（１）航空機が特別な方式による航行に必要な性能及び装置を有していること。
（２）航空機乗組員、航空機の整備に従事する者及び運航管理者が当該特別な方式に

よる航行に必要な知識及び経験を有していること。
（３）実施要領が特別な方式による航行の区分及び航空機の区分に応じて、適切に定め

られていること。

（１）

（４）その他航空機の航行の安全を確保するために必要な措置が講じられていること。

問 17 航空法施行規則第１９４条（輸送禁止の物件）に定める物件で（ａ）～（ｄ）のうち、
正しいものはいくつあるか。（１）～（４）の中から選べ。

（ｃ）
（ｄ）

（ａ）
（ｂ）

火薬類
高圧ガス
放射性物質
引火性液体

１８０度未満を飛行する場合　４１，０００フート
（２）計器飛行方式により飛行する航空機であつて、飛行方向が磁方位１８０度以上

問 18 航空法施行規則第１７７条（巡航高度）を適用した高度で誤りはどれか。
ただし、法第９６条第１項の国土交通大臣が与える指示に従う場合を除く。
（法第８３条の２によるＲＶＳＭの許可を受けている航空機の場合）

計器飛行方式により飛行する航空機であつて、飛行方向が磁方位０度以上

問 19 航空法施行規則第１６４条の１６（安全阻害行為等の禁止）に該当しないものはどれか。

（２）客室において喫煙する行為
（１）乗降口又は非常口の扉の開閉装置を正当な理由なく操作する行為

航空機の運用の方法及び限界

（３）航空機の運航の安全に支障を及ぼすおそれがある携帯電話その他の電子機器であ
つて国土交通大臣が告示で定めるものを正当な理由なく作動させる行為

（４）手荷物を通路その他非常時における脱出の妨げとなるおそれがある場所に正当な
理由なく置く行為

（３）装備品、部品及び救急用具が正常でない場合における航空機の運用許容基準
（４）装備品等の限界使用時間

問 20 運航規程に記載する必要のある事項で誤りはどれか。
（１）航空機乗組員に対する運航に必要な経験及び知識の付与の方法
（２）

（４）

３６０度未満を飛行する場合　３８，０００フート

３６０度未満を飛行する場合　４２，０００フート
（３）計器飛行方式により飛行する航空機であつて、飛行方向が磁方位０度以上

１８０度未満を飛行する場合　４５，０００フート
（４）計器飛行方式により飛行する航空機であつて、飛行方向が磁方位１８０度以上

（１）

４１ （２） ２ （３） ３
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